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「結婚の自由をすべての人に」訴訟事件

原　告　　原告番号１（こうすけ）、原告番号２（まさひろ）  外４名

被　告　　国

福岡地方裁判所　第６民事部合議Ｂ係　御中

２０２２（令和４）年１月３１日

原告ら訴訟代理人　弁護士　石　井　謙　一
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　　　　　　　　　　ほか２２名
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462 意見書 写し 2021年10月16日 日高庸晴

日高庸晴宝塚大学看護学部教授作成
の意見書。
数量的解析により本件規定の存在に
より同性愛者等の尊厳を著しく毀損
していること等を明らかにしてい
る。
なお、本意見書引用文献６「ゲイ・
バイセクシュアル男性の健康レポー
ト2015」は、甲Ａ183である。

463 陳述書 写し 2021年6月18日 眞野豊

１９８１年生の、現在教員を務める
ゲイ男性の陳述書。
幼少期からの内在化された同性愛嫌
悪等により苦しんできたこと、現在
は、自身が苦しんだ少年時代を、未
来ある若者達が再び味わうことのな
いようにと、同性愛は特別なことで
はないというメッセージを送り続け
ていること。
異性愛のカップルと同様に同性カッ
プルの婚姻を保障することは、性的
マイノリティへの差別を解消するた
めにこそ不可欠であると考える、と
述べられている。

証拠説明書１９（甲Ａ号証）
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